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５．失業・半失業と貧困との関係 
この二つの関係を切り離すことはできないという報告者の見解には賛成である。ただし、
相対的過剰人口の現代的展開としてどう整理するのかについては、さらに説明がほしい。 
正規雇用と非正規雇用との二元論が実態にそぐわないとの見方もそのとおりである。この
二極の格差や対立ではなく、資本（企業）との対立が基本であり、「勝ち組」とは資本のこと
である。 
 
６．労働時間等と所得等を二つの座標軸にした４象限 
この整理方法はわかりやすい。 
 
７．失業の権利と失業の自由 
働く権利だけではなく、失業の権利を提起していることは重要である。現在の日本では、
「NO と言えない労働者」（湯浅誠による）が作りだされている。つまり、せっぱつまっての
労働力の窮迫販売である。 
 
８．労働法、労働規制の必要性 
労働力という商品の売買は、一般の商取引とは違うから、法律も契約一般を取り扱う民法
や商法とは違う労働法が存在する。商取引では対等の立場であるが、資本と賃労働の関係で
は基本的に労働者側が弱い。それは、生産手段も、生活手段としてのお金も所有していない
からである。 
『資本論』では、工場法の成立、そして法の番人としての工場監督官という公務労働の大
切さについても紹介している。 
大学も含めての学校教育のなかで、キャリア形成ということが強調されるが、職業意識、
技能修得、コミュニケーション能力養成だけではなく、労働者としての権利教育や消費者と
しての権利教育も必要となっている。労働契約、労働法、労働組合についての基礎知識は重
要である。 
 
９．貧困と格差の諸相の整理 
労働（雇用と賃金）：所得→消費と貯蓄→労働力の形成と再生産（精神的労働能力として教
育、肉体的労働能力として健康・医療）→世代的再生産として結婚・出産・子育て 
将来の見通しとしての希望・意欲など 
